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あ
き
た
北
空
港
周
辺
ふ
れ
あ
い
周
辺
緑
地

で
開
催
さ
れ
た
の
は
、
北
秋
田
市
主
催
の
「
み

ど
り
の
集
い（
５
月
25
日
）」。
市
内
の
16
小
学

校
・
５
中
学
校
の
児
童
生
徒
、
一
般
の
応
募

者
な
ど
２
０
０
人
を
越
え
る
市
民
が
参
加
し
、

平
成
17
年
の
第
56
回
秋
田
県
植
樹
祭
で
同
会

場
に
植
樹
さ
れ
た
樹
木
へ
の
施
肥
、
剪
定
な

ど
の
保
育
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

　
２
年
前
の
県
植
樹
祭
で
植
樹
さ
れ
た
樹
木

は
ツ
ツ
ジ
や
モ
ミ
ジ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
、
ア
ジ
サ
イ
な
ど
23
種
、
１
１
０
０

本
。
一
部
は
雪
害
や
ノ
ウ
サ
ギ
の
食
害
で
枯

れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
大
部
分
は
順
調

に
成
長
し
て
い
ま
す
。 

　
開
会
式
の
後
、
参
加
者
は
移
植
ベ
ラ
と
肥

料
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
展
望
台
の
周

辺
一
帯
に
分
散
。
伸
び
た
枝
の
範
囲
程
度
に

サ
ー
ク
ル
状
に
土
を
掘
り 

、
固
形
肥
料
を
撒

い
て
土
を
か
ぶ
せ
て
も
と
に
戻
す
施
肥
作
業

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
小
中
学
生
も
、「
あ
そ

こ
は
ま
だ
だ
よ
」
と
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

心
を
込
め
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

   

　
ま
た
、『
手
を
つ
な
ご
う
　
森
と
水
と
わ
た

し
た
ち
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
第
59
回
全
国

植
樹
祭
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
北
欧
の
杜
」

が
５
月
26
・
27
日
の
２
日
間
、
県
立
北
欧
の

杜
公
園
で
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
が
記
念
植
樹

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
森
づ
く
り
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
主
催
は
秋
田
県
。
来

年
春
に
開
催
予
定
の
全
国
植
樹
祭
を
１
年
後

に
控
え
、
同
植
樹
祭
の
Ｐ
Ｒ
と
緑
化
推
進
へ

の
啓
発
な
ど
を
兼
ね
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
隣
接
す
る
中
庭
で
行

わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
は
じ
め
に
県
知
事
、

市
長
、（
社
）秋
田
県
緑
化
推
進
委
員
会
の
藤
島

直
一
理
事
長
ら
で
秋
田
杉
の
丸
太
カ
ッ
ト
を

行
な
い
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
続
い
て
、
市
と
県

か
ら
市
民
に
樹
木
の
苗
木
を
授
与
す
る
「
苗

木
リ
レ
ー
」
が
行
わ
れ
、
岸
部
市
長
か
ら
合

川
東
小
学
校
に
ブ
ナ
の
苗
が
、
ま
た
県
知
事

か
ら
は
竜
森
小
学
校
に
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア
ジ
サ

イ
の
苗
が
手
わ
た
さ
れ
ま
し
た
。 

    
 

こ
の
後
、「
緑
の
少
年
団
」
活
動
や
学
校
林

で
の
育
林
活
動
を
行
っ
て
い
る
竜
森
小
学
校

の
堀
部
綾
乃
さ
ん（
３
年
）が
、「
森
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
朗
読
。
堀
部
さ
ん
は
、
学
校
林

で
杉
の
植
樹
や
下
草
刈
り
、
間
伐
作
業
を
体

験
し
た
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
「
両
親
や
地
域

の
み
な
さ
ん
か
ら
大
切
な
森
を
育
て
る
た
め

の
方
法
を
受
け
継
ぎ
、
緑
豊
か
な
美
し
い
ふ

る
さ
と
を
作
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
森
づ

く
り
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
、
し
っ

か
り
し
た
声
で
発
表
し
て
い
ま
し
た
。 

   

　
公
園
北
側
の
緑
地
で
行
わ
れ
た
記
念
植
樹

に
は
、
市
内
外
か
ら
お
よ
そ
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
来
年
の
全
国
植
樹

祭
で
も
実
施
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
・

再
生
の
森
づ
く
り
」。
50
年
後
に
は
ふ
る
さ
と

秋
田
の
原
風
景
で
あ
る
里
山
の
広
葉
樹
林
に

育
つ
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
ト
チ
ノ
キ
や
ケ

ヤ
キ
、
ク
リ
な
ど
の
高
木
、
ミ
ズ
キ
や
ヤ
マ

モ
ミ
ジ
等
の
カ
エ
デ
類
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
低

木
合
わ
せ
て
14
種
、
８
０
０
本
が
用
意
さ
れ

ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、「
根
本
に
水
が
た
ま
ら
な
い
よ

う
に
、
あ
ま
り
深
く
ほ
ら
な
い
で
」
な
ど
と

指
導
を
受
け
た
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
別
れ
、

豊
か
な
森
に
育
つ
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
ス

コ
ッ
プ
と
移
植
ベ
ラ
を
使
っ
て
植
樹
作
業
を

行
い
ま
し
た
。 

　
植
樹
の
後
参
加
者
は
、
建
設
技
能
組
合
に

よ
る
秋
田
杉
を
使
っ
た
仮
設
建
物
の
「
棟
上

げ
式
」
や
郷
土
芸
能
、
花
の
苗
や
植
木
の
販

売
、
音
楽
演
奏
が
行
わ
れ
た
「
フ
ロ
ー
ラ
ル

フ
ェ
ス
タ
」
や
地
産
地
消
フ
ェ
ア
、
木
を
切

る
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
木
の
彫
刻
を
す
る
「
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
で
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

▼記念フェスティバル開会式で｢森へのメッセージ｣

を朗読する堀部綾乃さん（竜森小学校３年） 

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た

「
フ
ロ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ
」 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
県
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ

主
催
第
６
回
コ
ン
テ
ス
ト
で
つ
く
ら
れ

た
作
品
。
同
公
園
内
の
イ
ベ
ン
ト
広
場

散
策
路
に
沿
っ
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▲約２００人が参加した記念植樹。トチノキやカエデ、
ミズキなど１４種類の広葉樹８００本を植えました 

▲５０年後、「ふるさとの

森」に育つことを願って 

北欧の杜公園に展示されている

チェンソーアート作品。展示は

７月１８日まで 

北
空
港
ふ
れ
あ
い
緑
地
で
は
、

｢

み
ど
り
の
集
い
」で
育
樹
作
業 

県
知
事
も
参
加
し
、
北
欧
の
杜

公
園
で
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

森
づ
く
り
へ
の
願
い
を
込
め
て
小

学
生
が
「
森
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」 

公
園
内
に
２
０
０
人
の
参
加
者
が

14
種
、
８
０
０
本
の
広
葉
樹
を
植
樹 

↑
←

▲  

▲  


